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「広報やとみ」が100号を迎えました。

まちの情報オアシス

　市広報紙は、平成18年4月の創刊以来、今号で100号を迎えました。これから
も市民の皆さんのご協力を得ながら、特集やまちの話題、お知らせなどを掲載し、
親しみを持っていただける広報紙を発行していけるよう頑張っていきます。
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　平成23年度分以前の保険料には加算額が上乗せされています。この他に3/4納付、1/4納付の追納
もあります。追納は申し込みが必要ですので、詳しくは下記へご連絡ください。
▼中村年金事務所　国民年金課　☎052-453-7200　自動音声案内「２」を選択お願いします。

◆ 平成26年度申請免除の受付が始まります ◆

◆ 免除期間の保険料は追納制度があります ◆

　失業や所得の減少などにより保険料の納付が経済的に難しい場合には、免除制度があります。
　免除を受けた期間の老齢基礎年金は減額となりますが、障害基礎年金や遺族基礎年金は納付要件があれ
ば保障されます（免除が認められても、全額免除以外の方は減額された保険料を納め忘れると未納扱いと
なってしまいます）。

免除の対象となる人
◦所得が一定基準を下回る人
◦特例的な事由による場合
◦災害による損害を受けた人

免除となる承認期間 　 －毎年7月から翌年６月分－
◦前年所得を審査する必要性から、申請は毎年必要です。
（平成26年６月分までが全額免除または若年者納付猶予の承認をされた方で「継続認定」された方は
申請手続きが不要です。しかし特例的な事由で全額免除だった方は申請が必要です。）

※過去の期間については、申請日より、原則２年1カ月前までさかのぼって申請できます。

申 請 手 続 　　　　　
《受　付》 　7月1日（火）より　　《窓　口》　市役所保険年金課・十四山支所地域福祉グループ
《お持ちいただくもの》 年金手帳・印鑑・前年所得を証明する書類（転入の方など）・雇用保険受給

資格者証または離職票（特例的な事由の方）

若年者納付猶予（30歳未満の方）
◦本人と配偶者の所得が基準以下であれば保険料の

納付を後払いにできる猶予制度です。
◦審査基準は全額免除と同じ

■免除となる所得の目安　

世　帯　構　成 全額免除 一　部　納　付
１／４納付 半額納付 ３／４納付

単　身　世　帯   57万円   93万円 141万円 189万円
2人世帯（ご夫婦のみ）   92万円 142万円 195万円 247万円
4人世帯（ご夫婦、お子さん2人） 162万円 230万円 282万円 335万円

※「４人世帯」、「２人世帯」のご夫婦は、夫か妻のいずれかのみに所得のある世帯の場合、「４人世帯」のお子さんは16歳
未満の場合の目安です。

※審査は、本人とその配偶者および世帯主の前年所得により判定されます。
※所得の確認ができなかった場合（未申告など）には、申請書を返却する場合があります。

　免除が承認された期間は、年金を受給するための期間と
しては計算されますが、その期間の年金額は、全額免除の
場合は通常の２分の１（平成21年３月以前３分の１）、半
額免除の場合は通常の４分の３（平成21年３月以前３分の
２）で計算されます。しかし、免除期間分の保険料は10年
以内であればさかのぼって納めること（追納）ができます。
ただし、納める保険料は２年を超えると加算額がつきます。
　老齢基礎年金の減額を防ぐためにも、なるべく早めに追
納するように心がけ満額の年金に近づけましょう。

追納保険料一覧表（平成26年度中に追納する場合の月額）
追納年度 全額免除 半額免除

平成16年度分 14,750円 7,370円
平成17年度分 14,790円 7,390円
平成18年度分 14,840円 7,420円
平成19年度分 14,880円 7,440円
平成20年度分 15,000円 7,500円
平成21年度分 15,070円 7,540円
平成22年度分 15,340円 7,670円
平成23年度分 15,130円 7,560円
平成24年度分 14,980円 7,490円
平成25年度分 15,040円 7,520円

国民年金からのお知らせ
　市では、毎年２回財政状況を公表しています。これは、市民の皆さんが納めた税金などが、どのように使
われているかをご理解いただき、市政に対するご協力をお願いするものです。
　今回は、平成25年度下半期の財政状況をお知らせします。なお、数値は平成26年３月31日現在のものですが、
出納整理期間がありますので、決算額とは異なります。決算額は12月に公表します。
　平成25年度予算の平成26年３月31日現在の執行状況は、一般会計の現計予算額141億668万円に対し、収
入済額133億959万円、支出済額119億6,049万円となっています。
　地方債の現在高は、総額171億3,583万円で、このうち一般会計の市債現在高は、111億2,796万円で全体
の65％を占めています。

●　　　　　　　　平成25年度一般会計現計予算及び執行状況　　　　　　　　●

●　　　 市 有 財 産 の 状 況 　　　● ●　　　　  市 債 の 状 況  　　　　●

弥富市の財政状況

土　　　　　地  895,401.06㎡

建　　　　　物  153,730.08㎡

有価証券その他
（うち基金）

33億5,943万円
（33億1,386万円）

一　般　会　計 111億2,796万円
(65.0%)

農業集落排水
事業特別会計

18億3,953万円
(10.7%)

公 共 下 水 道
事業特別会計

41億6,834万円
(24.3%)

歳入
歳入予算額　141億668万円
収 入 済 額　133億959万円

歳出
歳出予算額　141億 668万円
支 出 済 額　119億6,049万円

国　　庫
支 出 金

市　　債

県支出金

地　　方
交 付 税

公 債 費

そ の 他

地　　方
譲 与 税

繰 越 金

そ の 他

地方消費
税交付金

諸 収 入 商 工 費

農 林 水
産 業 費

土 木 費

消 防 費

民 生 費市　　税

教 育 費

総 務 費

衛 生 費

14億6,109万円（13億5,955万円）

10億6,470万円（6億5,850万円）

7億8,299万円（5億6,459万円）

7億1,315万円（7億4,839万円）

6億3,842万円（6億3,842万円）

4億4,100万円（4億4,369万円）

3億2,300万円（3億2,598万円）

3億2,243万円（2億6,881万円）

6億5,341万円（6億7,949万円）

17億3,166万円（13億857万円）

14億3,466万円（10億3,781万円）

11億7,035万円（11億7,035万円）

11億3,729万円（10億990万円）

9億4,795万円（6億5,021万円）

8億1,105万円（5億5,913万円）

7億1,273万円（6億8,717万円）

4億3,284万円（2億6,405万円）

2億3,805万円（2億859万円）

予算額 77億649万円 収入済額（76億2,217万円） 予算額 54億9,010万円 支出済額（50億6,471万円）

～ 70 5 2010 15 ～ 50 5 2010 15

特 集
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後期高齢者医療制度のお知らせ

後期高齢者医療被保険者証（保険証）の更新

　後期高齢者医療保険に加入している方が現在お持ちの保険
証の有効期限は７月31日（木）です。
　８月１日（金）から使用していただく保険証は、７月下旬に
簡易書留郵便でお送りします。新しい保険証の色はオレン
ジ色です。
　簡易書留郵便では、受け取るときに押印または署名が必要
となります。配達時に不在の場合は、郵便受けに「不在通知書」が入りますので、郵便支店へ再配達の依
頼をしていただくか、直接受け取りに行ってください。現在使用している青色の保険証は、８月以降に
ご自分で破棄していただくか、市役所保険年金課または十四山支所へ返却してください。郵便支店での
留置期間（案内に記載されている期間）を過ぎると、保険証は市役所に返還されます。その場合は、市役
所保険年金課の窓口でお渡ししますので、現在お持ちの保険証、印鑑（スタンプ印除く）、写真付きの身
分証明書を持ってお越しください。

◦郵送ではなく市役所での受け取りをご希望される場合
　７月14日（月）午後から７月15日（火）までの間に電話などでご連絡いただき、印鑑と写真付きの身分証
明書を持って、市役所保険年金課までお越しください。（十四山支所ではお取り扱いできません。）

◦住民登録地と異なる場所へ保険証の郵送を希望する場合
　申請が必要です。（すでに『送付先変更申請書』を提出されている場合は、改めて申請する必要はありま
せん。また、保険証は郵便支店への転送届では転送されません。）印鑑と写真付きの身分証明書を持って
７月１日（火）から７月８日（火）まで（土・日曜日は除く）に市役所保険年金課または十四山支所へお越し
ください。

◦保険証は、有効期限を過ぎると使用できません。
　８月１日（金）以降に医療機関などで受診するときは、必ず新しい保険証を提示してください。

◦基準収入額適用申請
　負担割合（１割または３割）は前年所得に応じて毎年決定しています。保険証の更新に伴い、負担割合
が変わることがあります。負担割合が３割と判定された方でも、前年の収入によっては、申請をするこ
とで負担割合が１割に変わる場合がありますので、該当すると思われる方は申請をしてください。
申請により１割となる方

①同一世帯で被保険者が１人の場合、その収入額が383万円未満
②同一世帯で被保険者が２人以上の場合、その収入額の合計が520万円未満
③同一世帯で被保険者が１人で世帯内に高齢受給者（他の医療保険に加入している70歳～74歳の方）が

いる場合、その収入額の合計が520万円未満

　７月中旬に「後期高齢者医療保険料額決定通知書」および「後期高齢者医療保険料納入通知書（納付書）」
を送付し、お知らせします。

◦保険料納付について
　納付書または口座振替で納付する場合（普通徴収）
　今回決定した年間保険料額から５月の暫定保険料額を差し引いた額を７月～翌年３月の５期（弥富市の
納期は奇数月）で納付することになります。
　年金からの天引きで納付する場合（特別徴収）
　10月～翌年２月の年金が本徴収です。10月以降の保険料額は、今回決定した年間保険料額から４月・
６月・８月分の仮徴収額を差し引いた額となります。
　年度途中に被保険者となった方や保険料額に変更が生じた場合などは、普通徴収と特別徴収の両方に
なる場合があります。

　後期高齢者医療制度には、外来・入院時の医療費の自己負担額が減額される「限度額適用認定」や、入
院時の食事の自己負担額が減額される「標準負担額減額認定」の制度があります。対象になると思われる
方は保険年金課へ申請してください。
▼対　象　平成26年度市民税が非課税世帯の方
▼申請に必要なもの
　保険証・印鑑（スタンプ印除く）、過去１年間の入院日数の分かる領収書など（90日を超えている方のみ）
　なお、既に交付を受けている方で今年度も市民税非課税世帯の方には、新しい有効期限（平成27年７
月31日）の「限度額適用・標準負担額減額認定証」を送付しますので、更新の手続きをしていただく必要
はありません。

◦後期高齢者医療の自己負担限度額（月額）

※所得の更正、世帯構成に変更があった場合は、年度途中でも自己負担限度額が変更になる場合があります。
※75歳になられたことにより資格を取得された方（毎月１日生まれの方を除く）は、75歳の誕生月は自己負担限度額が半

額になります。

　市内に住所を有している後期高齢者医療保険加入者に、生活習慣病を早期発見し、重症化の予防を図
るために健康診査を実施しています。
今年度実施期間：６月２日（月）～９月30日（火）

▼問い合わせ先
市役所保険年金課福祉医療グループ（内線125・126）

負担区分 外来のみ（個人単位） 外来＋入院（世帯単位）
一　　　般 12,000円 44,400円

現役並み
所得のある方 44,400円 80,100円＋（医療費－267,000円）×1％

（過去1年間に3回以上該当の場合、4回目から44,400円）

区　分　Ⅱ 8,000円 24,600円
区　分　Ⅰ 8,000円 15,000円

① 8月から保険証が変わります

②平成26年度後期高齢者医療保険料が決定します

③医療費の限度額適用・標準負担額減額認定証の申請を

④後期高齢者健康診査について
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集団検診（バスでの検診）のご案内　 　　　　
　保健センターで、バスでの集団検診を実施します。
　比較的安価で１度にまとめて受診できます。この機会にぜひ検診を受けてください。

【申込期間】　受付中（各検診日の1週間前まで（土日祝を除く））
【申込方法】　申込期間中に、保健センターの窓口・電話にて受け付けをします。
　　　　　　●窓口での申し込み：保健センターにて申込書をご記入ください。
　　　　　　●電話での申し込み：氏名、住所、生年月日、電話番号、希望の検診種目・検診日をお伝えください。

検診種目
検　診　内　容 検診の対象となる方 定　員

料　　　金
検診日にご持参ください 検診

場所
69歳以下 70歳以上

特定健康診査
後期高齢者健診
30　代 健 診

問診、身体計測、理学的検査、血圧測定、
尿検査、血液検査、心電図

40歳以上の弥富市国民健康保険
・後期高齢者医療保険加入者
30～39歳の方

各日 60人 500円 無　料

保
健
セ
ン
タ
ー

胃 が ん バリウムによるX線検査

40歳以上の方 ※1

各日 60人 1,200円 600円

肺 が ん 胸部X線検査 各日 60人 600円 300円

大 腸 が ん 便潜血2日間法 各日 60人 300円 200円

前 立 腺 が ん 血液検査（PSA検査） 50歳以上の男性 各日 30人 500円 300円

子 宮 が ん 子宮頸部細胞診 20歳以上の女性 ※2、※4 各日100人 600円 300円

乳 が ん マンモグラフィ・視触診 30歳以上の女性 ※3、※4 各日100人 1,200円 600円

骨粗しょう症 超音波伝導法による骨密度測定 30歳以上の方 各日125人 400円 200円

市では検診をより精度の高い有効なものにするために、検診結果(精密検査含む)の把握を行っていることをご了承ください。
※1　今年度、総合がん検診もしくは個別がん検診にて内容の重複する検診を受けた方は、受けられません。
※2　昨年度もしくは今年度に市の子宮がん検診を受けた方、妊娠中・生理中の方は受けられません。
※3　昨年度もしくは今年度に市のマンモグラフィ検診を受けた方、妊娠中・授乳中の方・卒乳後6か月以内の方は受けられません。
※4　今年度、女性のがん検診推進事業の対象者で「がん検診無料クーポン」が届いている方は、クーポンを使用してこの検診を無料

で受けられます。申し込み後、検診当日にクーポン券を必ずお持ちください。

検診日

検診種目

平成26年 平成27年

7/30
（水）

8/17
（日）

8/20
（水）

9/30
（火）

10/1
（水）

11/5
（水）

11/11
（火）

12/13
（土）

12/25
（木）

1/7
（水）

1/15
（木）

2/7
（土）

2/10
（火）

特定健康診査
後期高齢者健診
30　代 健 診

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

胃 が ん ○ ○ ○ ○ ○ ○

肺 が ん ○ ○ ○ ○ ○ ○

大 腸 が ん ○ ○ ○ ○ ○ ○

前 立 腺 が ん ○ ○ ○ ○ ○ ○

子 宮 が ん ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

乳 が ん ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

骨粗しょう症 ○ ○

・特定健診・後期高齢者健診を希望される方は「健康保険証」と、「健康診査受診券」を検診当日にお持ちください。
・ 1 時間ごとで予約枠を設けます。ご希望の時間帯に予約をお取りできないこともあります。
・申し込みは定員になり次第終了しますが、キャンセル待ちを受け付ける場合もあります。
・申し込みが少なく人数が集まらない場合、検診を実施できなくなることがあります。
・子宮・乳がん検診の日は、小さなお子様連れの方は職員がお手伝い(託児)をします。申し込み時にお伝えください。

＜問い合わせ先＞　市役所健康推進課　☎65－1111（内線411～413）

　　　　今年度から
・30代健診
・前立腺がん検診
・男性の骨粗しょう症検診
　が集団検診で
　受けられるように
　なりました！

＜問い合わせ先＞　市役所健康推進課　☎65－1111（内線412・413）

糖尿病予防講座　～もしかしてだけど、私も糖尿病！？～
参加者募集！

弥富市では、糖尿病の方が
増えてきています！　糖尿病は、合併症（網膜症・腎症・

神経障害、心血管疾患など）が怖い
病気です。しかし合併症が出現する
まで、基本的に症状はありません。
　健診で「糖尿病」「糖尿病予備群」
と言われると、困惑されたり、不安
になる方も多いでしょう。生活習慣
の改善と日々の自己管理が糖尿病予
防の基本です。
　今回の講座では、糖尿病とうまく
付き合いながら、元気で長生きする
ためのコツを一緒に学びましょう！

※愛知県国保連合会（Aicube）より

増加傾向

◆日　　程　　７月17日（木）
◆時　　間　　10：00～12：00 (受付 9：15～9：45）

◆場　　所　　弥富市保健センター
◆対 象 者　　糖尿病予防に関心のある74歳までの市民
◆定　　員　　30名　※定員になり次第締め切ります。
◆申込期限　　７月15日（火）まで
◆申込方法　　健康推進課（保健センター）へ電話または窓口でお申し込みください。
◆内　　容　　①カラダチェック
　　　　　　　　・血管年齢測定　　　指先で血管年齢を測定します。
　　　　　　　　・血液循環チェック　加速度脈波計ＢＣチェッカーで血液循環を測定します。
　　　　　　　②糖尿病予防の講話
　　　　　　　　　「 糖尿病とのつきあい方 ～気長に・仲良く・根気よく～ 」
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　あいち健康プラザ　医師　松下　まどか先生

　　　　　　　　　「 糖尿病予防のためのバランス食 」
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　津島保健所　管理栄養士　森嶋　敬先生

＜加速度脈波計
ＢＣチェッカー＞

＜血管年齢計＞
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教育の広場歴史民俗資料館
伝えよう！伊勢湾台風

下水道供用開始区域が広がりました。
　６月30日（月）より新たに次の区域で公共下水道が使用できるようになりました。該当する区域にお住まいの人や、
既に供用開始されている区域にお住まいの人でまだ接続工事をしていない人は、すみやかに下水道への接続工事を
おこなってください。
　下水道は、全ての方にご利用いただかなければ、本来の目的である生活環境や公衆衛生の向上と自然や水質の保
全を達成することはできません。環境改善に向け１日も早い皆さんのご協力をお願いします。

▼問い合わせ先
　市役所下水道課（内線246、247）

　現在の供用開始区域の詳細および指定工事店一覧は、
市役所窓口にお問い合わせいただくか、市ホームページ
をご覧ください。

　公共下水道への接続工事は、適切な構造の宅内排水設備を設置していただくために、弥富市指定の下
水道排水設備指定工事店の中から選んで施工していただくようお願いします。宅内排水設備工事は各個
人負担となりますが、各家庭の現場条件によって金額が異なりますので、指定工事店と工事内容を十分
にご相談の上、見積書の内容を確認してから工事を進めていただくようお願いします。

前ケ須町　南本田、西勘助、戌起、勘助走、東勘助、
小前ケ須の一部
鯏浦町　中六の一部　　　平島町　大脇の一部

前ケ須処理分区

平島町　
五反割の一部

平島東処理分区

鎌島　
八丁目、九丁目の全部

鎌島南処理分区

稲荷崎　四丁目の一部

狐地処理分区

鯏浦町　南前新田、東前新田、西前新田の一部
平島町　喜右味名、北勘助の一部

前新田南処理分区

凡　　例
処理開始区域
既処理開始区域
処 理 分 区

　昭和34年９月26日、この地方を襲った
伊勢湾台風から今年で55年になります。
旧弥富町、十四山村あわせて358人もの
尊い命が奪われました。海岸堤防の破壊
により、海水の流入は２ヶ月以上に及び、
特産の金魚や農業などあらゆる産業に大
きな被害をもたらしました。
　被災から55年が過ぎ、伊勢湾台風を知
らない世代が多くなりました。歴史民俗
資料館では、この未曾有の災害をより多
くの方に知っていただくため、伊勢湾台
風写真展を開催します。台風の経験者か
ら知らない世代へ語り伝える機会となれ
ば幸いです。

とき　7月19日から8月31日まで
　　　午前９時から午後４時30分
　　　（月・火曜日休館）
問い合わせ先　歴史民俗資料館

国道１号の復旧工事

被災水位（鍋田支所前） 伊勢湾台風殉難の塔

救援物資の木箱
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ひので保育所

児童館だより ７/11〜８/10
★各児童館共通
・休 館 日　日曜日・祝日
・開館時間　9：30 ～ 18：00

子育て支援センターだより ７/11〜８/10

★各支援センター共通
・休 館 日　土・日・祝日
・開館時間　8：30 ～ 17：15
・相談時間　16：30まで

行　事　名 紙ひこうき教室
（小学生対象）

伝承遊びを
楽しもう

（小学生対象）
卓球をしよう

（小学生対象） 英語で遊ぼう リサイクル工作
（小学生対象）

さくら児童館
☎65－6191

８月７日（木）
16：00～

７月19日（土）
14：00～16：00

８月１日（金）～
　９日（土）

白鳥児童館
☎66－1036 

７月22日（火）
16：00～

７月26日（土）
14：00～16：00

栄南児童館
☎68－6266

７月23日（水）
15：30～17：00

７月12日（土）
13：30～15：30

弥生児童館
☎65－8107

７月16日（水）
16：00～

７月12日（土）
14：00～16：00

大藤児童館
☎68－4101

７月19日（土）
14：00～16：00

７月24日（木）
13：30～14：30
（小学生対象）

東部児童館
☎52－4611

７月28日（月）
16：00～

７月19日（土）
14：00～16：00

７月15日（火）
10：30～11：30
（乳幼児対象）

※お話しタイムはさくら・白鳥・大藤（月曜日）、栄南・弥生・東部（木曜日）10：30～・16：00～
　《乳幼児～小学生対象》にて行います。
※上記行事については、市外の方のご参加はお断りする場合があります。
※紙ひこうき教室と伝承遊びは、交互に隔月で行います。
※行事の詳しいことは各児童館にお問い合わせください。

「おいしく育て、
おひさまばたけ！」

～自然とのふれあいの中で育つ
子どもたち～

事　業　名 わくわく
ベビー

わくわく
キッズ

わくわく
チャイルド

わくわく
フレンズ

わくわく
マタニティー

おはなし
ひろば

子育て
個別相談

対　　象 0か月～
12か月児

13か月～
18か月児

19か月～
24か月児

 25か月～
未就学児

ふたご、
みつごちゃん

 安定期にある
妊婦
目安（16週～31週）

0か月～
未就学児

0か月～
未就学児

  ひので子育て
支援センター
☎66－0008

７月15日（火）
10：00～11：30
８月５日（火）
10：00～11：30

７月24日（木）
　9：30～
11：30　

７月16日（水）
　9：30～
11：30　

東部子育て
支援センター
☎52－4612

７月25日（金）
10：00～
11：30　

７月22日（火）
　9：30～
11：30　

７月22日（火）
　9：30～
11：30　

７月11日（金）
9：30～11：30
８月８日（金）
9：30～11：30

７月28日（月）
10：00～
11：30　

弥生子育て
支援センター
☎65－8211

８月１日（金）
10：00～
11：30　

８月７日（木）
　9：30～
11：30　

７月14日（月）
　9：30～
11：30　

７月18日（金）
　9：30～
11：30　

８月６日（水）
10：00～
11：30　

７月24日（木）
14：00～
16：00　

※なかよしひろばは　月～金　　9：30～11：30　　14：00～16：00
  （注）わくわくベビー・キッズ・チャイルド・フレンズ・マタニティー開催時は午前中お休み
※詳しいことは、各子育て支援センターにお問い合わせください。

　生活環境の変化に伴って、幼児が自然とふれあう機会が
少なくなってきています。ひので保育所では野菜作りを通
して、自然とふれあう機会がもてるようにと所庭の周りに
畑がたくさんあります。
　この畑で、おひさまをいっぱい浴びて野菜が大きく育ち
ますようにと、子どもからのアイデアで「おひさまばたけ」
と名付けた看板も作られています。
　昨年植えたソラマメの実がなると、「お空に向かって大
きなお豆ができた！」と子どもたち。「先生、大きい豆が入ってる」「さやの中がふわふ

わだね」と、収穫した野菜一つ一つにも発見や驚きがいっぱい。
　夏野菜の話をすると「私きゅうりがいい」「僕すいか育てる、大きなすいかにな
るかな」「私はミニトマト、いっぱいできるかな」と、やる気満々です。野菜の苗を
植え、おいしい野菜がいっぱいできるのを楽しみにしながら、ただいま畑の作業に

奮闘中です。収穫し食べられるようになるまでには、お
ひさまだけでなく水やりや草取りと人の手がたくさんか
かることを学び、食べ物に対して感謝の気持ちも育って
きたように思います。これからも野菜作りを通して、収
穫の喜び、食べる楽しみを味わい、食べ物が丈夫なから
だを作っていくことを感じ、子どもの意欲
と生きる力を育てるとともに自然とのかか
わりも大切にしていきたいと思います。

みんな
の

大事な

畑だよ

カップで

水やり
を

したよ

キュウリの

苗植え
大きなキュ

ウリ

　たべたい
な

　みてみてー、　ソラマメ！100個もとれたんだよ食べるのが楽しみだね

　　とうもろこしの苗を　植えたよ
おいしくなーれ
カラスさんたべないでね
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夏の花、あじさい

（森津の藤公園）

市長からの説明を聴く参加者

　５月13日から市内３会場において市長が市政の現状を説明する市長出前講座
が開催されました。
　第３回目となる今回は、前回のテーマ「弥富市総合計画」に続く、「総合計画後
期基本計画」について市側より説明を行いました。
　市政運営の基本方針がテーマということで、参加者からは高い関心を寄せて
いただき、小中学校の適正配置、防災対策、財政などに関して多くの質問があり、
市長はじめ市幹部より回答を伝えました。

市長出前講座

　５月21日、弥富中学校で「夢を持て」講演会が開催
されました。この講演会は命の教育の一環として、
生徒に大きな夢を抱いて日々の学習や部活動に励ん
でほしいと考えて開かれたものです。
　講師は元中日ドラゴンズ選手の山田喜久夫氏。「夢
をどのように持てば良いか。またどのように実現し
ていくのか。」と熱く語り、生徒たちは真剣に聞き入っ
ていました。
　野球の実技指導も行われ、夢を持つことの大切さ
を学べた講演となりました。

夢を持て！

ピッチングの実技指導を受ける野球部員

配備された津波・大規模風水害対策車と資機材

　５月26日、海南こどもの国で津波・大規模風水害
対策車披露および運用開始式が行われました。
　この車両は、総務省消防庁から全国で15台配備さ
れ、このうちの1台が海部南部消防組合に無償貸与さ
れたものです。
　主な装備として、小型水陸両用バギー、ゴムボート、
ドライスーツなど、津波や大規模風水害による冠水
地域の人命救助活動に特化したものが搭載されてい
ます。

特殊車両配備

　６月１日、木曽三川公園東海広場（愛西市）で海部
地方総合防災訓練が実施され、この地域の市町村職
員、消防署員、市民グループなど約800名が参加し
ました。
　この訓練は、大規模災害発生を想定して行われ、
午前９時の訓練開始とともに会場の各ブロックで参
加団体が連携し、訓練が進められました。

海部地方総合防災訓練

消防団による土のう作り訓練

のびのびとヨガをする参加者

　６月３日、総合社会教育センターでヨガ教室が開かれ
ました。この日は６回開かれる教室の初回で、30名も
のヨガ初心者の方々が参加しました。
　ヨガとは決して無理をせず、自分のできる範囲で心地
よく行うことが大切だと先生が参加者の皆さんにおっ
しゃっていました。参加者の皆さんは先生に続いてのび
のびと体を動かしていました。

ヨガ教室 まちの
話題

▼対　　象　市内に在住、在勤、在学の方
▼応募方法　郵送の場合は写真の裏面か別紙、また、Ｅメールの場合はメー

ル本文に次の事項を書いて送付してください。
タイトル（18字以内）、写真の説明・エピソード（100字程度）
住所・氏名・年齢・電話番号・Ｅメールアドレス

▼応募条件
・応募者本人が撮影した作品に限ります。
・被写体に関する肖像権は、応募者の責任において了解が得られるものと
します。また著作権は、市に帰属します。

・写真は、解像度300万画素以上（目安）で撮影されていること、記録方式
はＪＰＥＧを推奨します。

・写真は返却いたしません。
・地区名と氏名または団体名を掲載します（匿名不可）。
▼送 付 先
○郵便　〒498−8501　市役所秘書企画課広報やとみ「こんな○○あった
がねー」係宛
○Ｅメール　koho@city.yatomi.lg.jp
▼問い合わせ先　市役所秘書企画課（内線224）

〜こんな○○のご応募お待ちしております〜

彦九田神社石灯篭　　場所　稲元
　大藤村稲元新田（現稲元）生まれの「大錦大五郎」、稲元の金太郎さんと言われ、愛
知県初の横綱になりました。横綱になった大錦は、毎年夏には実家に帰り、木曽川
の河原で大相撲を興業して故郷に錦を飾りました。稲元の彦九田神社の境内に横綱
大錦が寄進された石灯篭が１対、残っています。

「弥富から横綱が活躍したがねー」
弥富ふるさとガイドボランティア

　ふるさとガイドボランティア協力のもと不定期で市内の文化財を紹介して
います。皆さんのよく知っているものからあまり知られていないものまで幅
広く紹介します。
　引き続き皆さまからのこんな○○は募集しておりますので、文化財以外に
もご応募お待ちしております。

投稿！！ こんな ○○あったがねー♪♪ 文化財
シリーズ
第４回
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inform
ation

切り取ってお使いください

き
り
と
り

・弥富市役所	 65−1111（代表）
・鍋田支所	 68−8001
・十四山支所	 52−2111
・総合福祉センター	 65−8103
・総合社会教育センター	 65−0002
・図書館	 65−1117
・歴史民俗資料館	 65−4355
・同報無線確認電話	 65−8517
　※臨時放送の確認ができます。

（市外局番　0567）　

市の人口
と
世帯数

人口	 44,490人	（−	　9）
　男	 22,344人	（−	　7）
　女	 22,146人	（−	　2）
世帯	 16,633　	（＋	23）
（平成26年６月1日現在）

と
き
は
知
ら
せ
て
く
だ
さ
い
。

※
自
損
事
故
の
場
合
も
届
け
出
て
く

だ
さ
い
。

※
負
傷
原
因
に
つ
い
て
尋
ね
る
場
合

が
あ
り
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

市
役
所
保
険
年
金
課（
内
線
１
２
３
）

福
祉
医
療
費
受
給
者
証
の

更
新
に
つ
い
て

　
毎
年
８
月
１
日
は
、
各
福
祉
医
療
費

受
給
者
証（
子
ど
も
医
療
費
受
給
者
証・

精
神
障
害
者
医
療
費
受
給
者
証
を
除

く
）の
更
新
日
と
な
り
ま
す
。
お
持
ち

の
医
療
費
受
給
者
証
の
有
効
期
限
を
ご

確
認
く
だ
さ
い
。

　
該
当
の
方
に
は
、
７
月
下
旬
に
文
書

に
て
ご
通
知
い
た
し
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

市
役
所
保
険
年
金
課（
内
線
１
２
６
）

献
血
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

　
保
健
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
献
血
活
動

を
行
い
ま
す
。
ぜ
ひ
と
も
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

▼
と　
き　
７
月
25
日（
金
）

午
前
10
時
～
午
後
４
時

▼
と
こ
ろ　
保
健
セ
ン
タ
ー

▼
そ
の
他

・
献
血
に
ご
協
力
い
た
だ
い
た
方
に
、

７
項
目
の
生
化
学
検
査
成
績（
肝
機

能
、コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
、糖
尿
病
等
）

及
び
８
項
目
の
血
球
計
数
検
査
の
結

果
を
希
望
者
全
員
に
お
送
り
し
ま
す
。

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し

ま
す
。
当
日
は
、
ミ
ス
弥
富
金
魚
、

ミ
ス
弥
富
、
き
ん
ち
ゃ
ん
が
登
場
し

ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

市
役
所
商
工
観
光
課（
内
線
２
５
２
）

弥
富
金
魚
漁
業
協
同
組
合

☎
65

−

１
２
５
０

交
通
事
故
で
国
保
を
使
う

場
合
は
届
け
出
を
!!

　
交
通
事
故
に
遭
っ
た
ら
警
察
へ
。
交

通
事
故
で
受
け
た
け
が
の
治
療
費
は
、

通
常
、
加
害
者
ま
た
は
加
害
者
の
自
動

車
保
険
会
社
が
負
担
す
べ
き
で
す
が
、

市
に
届
け
出
る
と
、国
民
健
康
保
険（
国

保
）を
使
っ
て
治
療
で
き
ま
す
。
こ
の

場
合
、
国
保
が
一
時
的
に
立
て
替
え
、

加
害
者
ま
た
は
加
害
者
の
自
動
車
保
険

会
社
に
対
し
て
、
国
保
が
負
担
し
た
治

療
費
を
請
求
し
ま
す
。

　
こ
の
届
け
出
を
さ
れ
な
い
と
、
国
保

か
ら
医
療
機
関
へ
治
療
費
が
支
払
わ
れ

な
く
な
り
、
被
保
険
者
へ
治
療
費
が
請

求
さ
れ
る
の
で
、
交
通
事
故
で
国
保
を

使
う
場
合
は
速
や
か
に
届
け
出
て
く
だ

さ
い
。

▼
届
出
方
法

次
の
書
類
と
保
険
証
、
印
鑑
を
持
参

の
上
、
市
役
所
保
険
年
金
課
へ

①
第
三
者
行
為
に
よ
る
被
害
届

②
事
故
発
生
状
況
報
告
書

③
交
通
事
故
証
明
書

④
念
書（
兼
同
意
書
）

※
治
療
終
了
、
転
院
、
示
談
を
す
る

て
の
住
所
、
氏
名
、
学
年
、
緊
急
連

絡
先（
昼
間
に
連
絡
が
つ
く
番
号
）を

ご
記
入
の
う
え
、
お
申
し
込
み
く
だ

さ
い
。

※
応
募
者
多
数
の
場
合
は
抽
選
と
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
な
お
、
昨

年
参
加
さ
れ
た
方
は
ご
遠
慮
く
だ

さ
い
。

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

〒
４
９
８

−

８
５
０
１

（
住
所
の
記
入
は
不
要
）

市
役
所
秘
書
企
画
課（
内
線
２
２
３
）

セ
ン
ト
レ
ア
に
弥
富
金
魚
を
展
示

　
日
本
一
の
生
産
額
を
誇
る
弥
富
金
魚

を
今
年
も
セ
ン
ト
レ
ア（
中
部
国
際
空

港
）に
展
示
し
ま
す
。
涼
し
げ
に
泳
ぐ

弥
富
金
魚
を
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

▼
と　
き

７
月
17
日（
木
）～
８
月
６
日（
水
）

▼
と
こ
ろ

中
部
国
際
空
港　
ア
ク
セ
ス
プ
ラ
ザ

※
７
月
19
日（
土
）午
後
２
時
30
分
よ
り

お
し
ら
せ
し
ま
す

「
親
と
子
の
み
な
と
見
学
会
」

を
開
催
し
ま
す

▼
と　
き　
７
月
31
日（
木
）

▼
見
学
場
所

名
古
屋
港
内
海
上（
船
上
見
学
）と
名

古
屋
港
水
族
館
・
名
古
屋
港
ポ
ー
ト

ビ
ル
・
南
極
観
測
船
ふ
じ

▼
受
付
時
間　
午
前
10
時
～
10
時
30
分

▼
集
合
場
所

名
古
屋
港
ポ
ー
ト
ビ
ル

１
階
休
憩
コ
ー
ナ
ー

▼
募
集
人
員　
市
内
の
小
学
生
と
そ
の

保
護
者
で
計
50
名

▼
参
加
費　

無
料（
交
通
費
、
駐
車
場

代
、
昼
食
は
実
費
）

▼
申
込
期
間　

７
月
16
日（
水
）（
当
日
消
印
有
効
）

▼
申
込
方
法

往
復
は
が
き
に
参
加
さ
れ
る
方
す
べ

お
知
ら
せ

月
の

7
　平成26年４月からの消費税増税に伴い、次の２つの給付金と子育て世帯の支援手当を支給します。

▪臨時福祉給付金
　低所得者に対する負担軽減のため、暫定的・臨時的な措置として支給します。

＜対　象　者＞　平成26年度分市民税が課税されていない方（市民税が課税されている方の扶養親族など
や生活保護の受給者などを除く。）
＜支　給　額＞　対象者１人につき１万円（老齢基礎年金、障害基礎年金、遺族基礎年金、児童扶養手当

などの受給者は、１人につき１万５千円）
＜申請書の送付＞　支給対象と思われる方へ、７月中に案内文・申請書等を送付いたします。
＜申請受付期間＞　７月28日（月）～12月26日（金）
※収入が障害基礎年金・遺族基礎年金（非課税年金）のみの方で、支給対象になると思われる方は、確認

できる書類（振込通知など）を持参し、福祉課へ申し出てください。
▼問い合わせ先
　市役所福祉課（内線162・167）

▪子育て世帯臨時特例給付金
　子育て世帯への影響緩和や、消費の下支えを図る観点から、臨時的な措置として支給します。

＜対　象　者＞　平成26年１月分の児童手当受給者（臨時福祉給付金の対象者および生活保護の受給者な
ど、ならびに児童手当の所得制限額以上の世帯に属する児童を除く。）

＜支　給　額＞　対象児童１人につき１万円
＜申請書の送付＞　７月中に案内文・申請書などを送付いたします。
＜申請受付期間＞　７月28日（月）～12月26日（金）

▪愛知県子育て支援減税手当
　次代を担う児童の健全育成に影響を及ぼすことのないよう、臨時的な措置として支給します。

＜対　象　者＞　平成26年１月１日時点で愛知県内に住民票があり、平成26年１月分の児童手当受給者
（児童手当の所得制限額以上の世帯に属する児童を除く。）

＜支　給　額＞　対象児童１人につき１万円
＜申請書の送付＞　７月中に案内文・申請書などを送付いたします。
＜申請受付期間＞　７月28日（月）～12月26日（金）

▼問い合わせ先
　市役所児童課（内線152・154）

臨時福祉給付金
子育て世帯臨時特例給付金
愛知県子育て支援減税手当 の支給について
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開
設
し
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ

い
。
な
お
、
随
時
、
事
務
所
で
受
け

付
け
ま
す
。
事
業
の
し
く
み
等
に
つ
い

て
詳
し
く
知
り
た
い
方
は
、
お
気
軽
に

お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

▼
と
き
・
と
こ
ろ　

実
施
日

時　
間

会　
場

7
月
16
日（
水
）午
前
10
時
30
分

　
　
　
～
11
時
保
健
セ
ン
タ
ー

ロ
ビ
ー
内　
　

▼
持
ち
物　
印
鑑

▼
問
い
合
わ
せ
先

弥
富
市
フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・

セ
ン
タ
ー　
☎
52

−

０
９
２
２

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

h
ttp

://w
w

w
.sjc.n

e
.jp

/
yatom

i/subf.htm
l

弥
富
市
生
涯
元
気
講
演
会

　
「
弥
富
市
さ
さ
え
あ
い
セ
ン
タ
ー
」が

始
動
し
、
１
年
近
く
経
過
し
ま
す
。
登

録
し
た
協
力
会
員
が
自
分
の
で
き
る
時

間･

範
囲･

分
野
で
活
動
し
、
市
内
に
住

ん
で
い
る
お
年
寄
り
や
障
が
い
が
あ
る

方
な
ど
の
生
活
を
支
え
て
い
ま
す
。
活

動
内
容
は
、
料
理･

掃
除･

買
い
物
、
病

院
へ
の
付
き
添
い
、話
し
相
手
な
ど
で
す
。

　

こ
れ
ま
で
の
活
動
を
紹
介
す
る
中

で
、
利
用
す
る
人
に
も
、
協
力
す
る
人

に
も「
や
り
が
い
、
生
き
が
い
」の
ヒ
ン

ト
が
見
つ
か
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
講

演
を
聞
い
て
み
た
い
、
活
動
に
関
わ
り

た
い
、
利
用
し
て
み
た
い
な
ど
少
し
で

も
興
味
の
あ
る
方
は
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ

さ
い
。
ど
な
た
で
も
無
料（
予
約
不
要
）

で
ご
参
加
い
た
だ
け
ま
す
。

フ
リ
ー
ス
ペ
ー
ス
『
な
ご
み
の
会
』

～
今
回
は「
流
し
そ
う
め
ん
」で
す
～

　
「
気
分
が
ゆ
う
う
つ
で
あ
る
」、「
不

安
に
な
っ
て
い
る
」、「
誰
か
に
話
を

聞
い
て
欲
し
い
」
な
ど
精
神
的
に
疲
れ

て
い
る
方
や「
情
報
交
換
の
場
が
欲
し

い
」、「
居
場
所
を
作
り
た
い
」と
考
え
て

い
る
方
、
仲
間
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
一

緒
に
楽
し
い
時
を
過
ご
し
ま
せ
ん
か
。

▼
と　
き　
７
月
26
日（
土
）

午
前
11
時
30
分
～
午
後
３
時
30
分

▼
と
こ
ろ

弥
富
市
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

多
目
的
ホ
ー
ル　

▼
参
加
費　
２
０
０
円（
食
事
代
程
度
）

事
前
の
申
し
込
み
は
不
要
で
す
。

＊
雰
囲
気
が
わ
か
ら
な
い
方
や
参
加

を
迷
っ
て
い
る
方
は
お
電
話
く
だ

さ
い
。

▼
協　
力

精
神
保
健
福
祉
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

『
き
ん
ぎ
ょ
草
』

▼
問
い
合
わ
せ
先

市
社
会
福
祉
協
議
会

☎
65

−

３
７
２
４　

第
17
回
愛
知
県
介
護
支
援
専
門
員

実
務
研
修
受
講
試
験

▼
受
験
資
格

次
の
①
お
よ
び
②
に
該
当
す
る
方

①　
保
健
・
医
療
・
福
祉
の
各
分
野

で
合
計
５
年
以
上（
一
部
の
対
象

者
は
10
年
以
上
）の
実
務
経
験
が

▼
と　
き　
７
月
19
日（
土
）

午
後
１
時
30
分
～
３
時

▼
と
こ
ろ　
市
民
ホ
ー
ル

▼
演　
題　
弥
富
市
さ
さ
え
あ
い
セ
ン

タ
ー
の
取
り
組
み
～
住
民
に
よ
る
住

民
の
た
め
の
支
え
合
い
～ 

▼
講　
師

弥
富
市
さ
さ
え
あ
い
セ
ン
タ
ー

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー　
佐
藤
和
子
氏

▼
問
い
合
わ
せ
先

弥
富
市
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

☎
65

−

５
５
２
１

市
役
所
介
護
高
齢
課（
内
線
１
７
２
）

パ
パ
マ
マ
ち
ゃ
れ
ん
じ
教
室

の
ご
案
内

　

日
本
赤
十
字
社
愛
知
県
支
部
で
は
、

夏
場
に
起
こ
り
や
す
い
水
の
事
故
か
ら

大
切
な
子
ど
も
を
守
り
、
さ
ら
に
万
が

一
事
故
に
あ
っ
た
場
合
に
水
か
ら
救
助

す
る
方
法
お
よ
び
心
肺
蘇
生
法
な
ど
を

教
え
る「
パ
パ
マ
マ
ち
ゃ
れ
ん
じ
教
室
」

を
開
催
し
ま
す
。

▼
と　
き　
８
月
２
日（
土
）雨
天
中
止

午
前
10
時
～
午
後
３
時

▼
と
こ
ろ

「
海
南
こ
ど
も
の
国
」プ
ー
ル
サ
イ
ド

▼
費　
用

プ
ー
ル
入
場
料（
お
と
な
４
５
０
円
、

子
ど
も
２
０
０
円
）

▼
問
い
合
わ
せ
先

日
本
赤
十
字
社
愛
知
県
支
部
事
務
局

事
業
部
講
習
課

☎（
０
５
２
）９
７
１

−

１
５
８
９

あ
る
方

②　
①
の
業
務
に
従
事
し
て
い
る
勤

務
地
が
愛
知
県
に
あ
る
方
、
も
し

く
は
現
在
①
の
業
務
に
従
事
し
て

お
ら
ず
、
か
つ
、
住
所
地
が
愛
知

県
に
あ
る
方

▼
願
書
の
配
布　
６
月
24
日（
火
）～
７

月
31
日（
木
）に
、
市
区
町
村
役
場
、

愛
知
県
高
齢
福
祉
課
、
県
福
祉
相
談

セ
ン
タ
ー
地
域
福
祉
課
、
県
民
生
活

プ
ラ
ザ
、
愛
知
県
社
会
福
祉
協
議
会

で
配
布
し
ま
す
。

▼
願
書
の
受
付
期
間

７
月
１
日（
火
）～
31
日（
木
）

▼
試
験
日　
10
月
26
日（
日
）

▼
問
い
合
わ
せ
先

愛
知
県
社
会
福
祉
協
議
会
福
祉
人
材

セ
ン
タ
ー
介
護
支
援
専
門
員
実
務
研

修
受
講
試
験
係

☎（
０
５
２
）２
２
０

−

２
２
５
０

※
６
月
30
日（
月
）～
10
月
24
日（
金
）

の
期
間
の
み
利
用
可
能

夏
休
み
の
宿
題
を
し
よ
う

習
字
教
室
受
講
生
募
集
の
ご
案
内

　
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
で
は
習
字

教
室
を
開
催
し
ま
す
。

▼
と　
き

７
月
28
日（
月
）、
29
日（
火
）

午
前
９
時
30
分
～
11
時
30
分

▼
と
こ
ろ

弥
富
市
高
齢
者
生
き
が
い
セ
ン
タ
ー

多
目
的
室（
2
階
）

▼
講　
師　
野
崎
典
道
先
生

月の
お

7
ら

知 せ

月の
お

7
ら

知 せ

・
各
種
粗
品
を
ご
用
意
し
て
い
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

市
役
所
健
康
推
進
課（
内
線
４
１
１
）

８
０
２
０・７
０
２
１

推
進
運
動
表
彰
に
つ
い
て

　

８
０
２
０・
７
０
２
１
推
進
運
動
表

彰
に
関
す
る
検
査
を
無
料
で
行
っ
て
い

ま
す
。

▼
と　
き　
～
7
月
30
日（
水
）

▼
対　
象

・
80
歳
以
上
で
歯
が

　
　
　
　
20
本
以
上
あ
る
方

・
70
歳
～
79
歳
で
歯
が

　
　
　
　
21
本
以
上
あ
る
方

▼
と
こ
ろ

市
内
協
力
指
定
歯
科
医
療
機
関

▼
問
い
合
わ
せ
先

市
役
所
健
康
推
進
課（
内
線
４
１
２
）

寝
具
洗
濯
乾
燥
消
毒
サ
ー
ビ
ス
を

実
施
し
ま
す

　
寝
具
の
衛
生
管
理
な
ど
が
困
難
な
方

を
対
象
に
、
寝
具
洗
濯
乾
燥
消
毒
サ
ー

ビ
ス
を
実
施
い
た
し
ま
す
。

▼
対
象
者

○
お
お
む
ね
65
歳
以
上
の
ひ
と
り
暮

ら
し
高
齢
の
方

○
要
介
護
３
～
５（
介
護
保
険
法
）の

認
定
を
受
け
た
方

○
身
体
障
が
い
者
１・
２
級
の
方

▼
自
己
負
担
分
の
費
用

世
帯
の
前
年
度
分
の
市
民
税
に
応
じ

て
、
０
円
～
３
０
０
円

「
親
子
木
工
教
室
」

６
連
発
の
輪
ゴ
ム
て
っ
ぽ
う
を

作
っ
て
的
当
て
大
会
を
し
よ
う
！

　
も
の
づ
く
り
の
街　
豊
田
市
か
ら
、
子

供
た
ち
の
も
の
づ
く
り
活
動
を
支
え
て
い

る
先
生
方
を
お
招
き
し
て
、
木
製
の
6

連
発
の
輪
ゴ
ム
て
っ
ぽ
う
を
作
り
ま
す
。

　
作
っ
た
輪
ゴ
ム
て
っ
ぽ
う
で
、
競
技

会
を
行
い
ま
す
。

　
最
高
２
０
０
連
射
が
可
能
な
、
大
型

機
関
銃
の
体
験
が
で
き
ま
す
。

▼
と　
き　
8
月
10
日（
日
）

午
前
の
部　
午
前
10
時
～
正
午

午
後
の
部　
午
後
1
時
30
分
～

　
　
　
　
　
　
　
3
時
30
分

▼
と
こ
ろ

総
合
社
会
教
育
セ
ン
タ
ー
・

公
民
館
ホ
ー
ル

▼
参
加
費　
お
子
様
一
人
５
０
０
円

▼
対　
象

小
・
中
学
生
と
そ
の
保
護
者（
4
年

生
以
上
は
子
供
だ
け
の
参
加
可
。）

▼
申
し
込
み
方
法

7
月
13
日（
日
）

総
合
社
会
教
育
セ
ン
タ
ー
に
て

午
前
9
時
30
分
か
ら
先
着
順
で
受
付

開
始
。
お
一
人
様
一
家
族
分
。
当
日

申
し
込
み
不
可
。

▼
定　
員　
各
回
15
名

▼
問
い
合
わ
せ
先

総
合
社
会
教
育
セ
ン
タ
ー（
月
曜
日

お
よ
び
祝
日
の
翌
日
は
休
館
日
と
な

り
ま
す
。）

▼
手
続
き
の
方
法

市
役
所
介
護
高
齢
課
お
よ
び
十
四
山

支
所
に
備
え
付
け
の
申
請
書
に
必
要

事
項
を
記
入
の
う
え
、
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。

▼
申
込
期
限　
７
月
18
日（
金
）

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

市
役
所
介
護
高
齢
課（
内
線
１
７
２
）

十
四
山
支
所

※
実
施
日
な
ど
は
申
請
さ
れ
た
方
へ

後
日
連
絡
し
ま
す
。

十
四
山
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
講
習
会
７
月
の
予
定

　
無
料
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
講
習
会
を

受
講
し
て
い
た
だ
い
た
方
は
、
ト
レ
ー

ニ
ン
グ
室
を
ご
利
用
い
た
だ
け
ま
す

(
利
用
に
は
大
人
２
１
０
円
、
中
学
生

１
１
０
円)
。
小
学
生
以
下
の
ご
利
用

は
で
き
ま
せ
ん
。

①10：00～ ②14：30～ ③18：30～
2回目

③
③
②
③
③
②
③
③
②
③
③
②

1回目
②
②
①
②
②
①
②
②
①
②
②
①

日程
4日(金)
5日(土)
6日(日)
8日(火)

12日(土)
13日(日)
16日(水)
19日(土)
20日(日)
24日(木）
26日(土)
27日(日)

※
講
習
は
１
時
間
半
ぐ
ら
い
か
か
り
ま
す
。

※
予
定
は
変
更
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

※
運
動
の
で
き
る
服
装
と
上
履
き
を
お

持
ち
く
だ
さ
い
。

※
予
約
が
必
要
で
す
。

☎
52

−

２
１
１
０

成
年
後
見
制
度
の
専
門
相
談

　
「
成
年
後
見
に
つ
い
て
個
別
に
相
談

し
た
い
！
」「
手
続
き
は
ど
う
し
た
ら

い
い
の
？
」
と
い
っ
た
具
体
的
な
相
談

に
お
答
え
す
る
た
め
、
弁
護
士
に
よ
る

専
門
相
談
で
す
。

　
市
内
に
お
住
ま
い
の
方
ま
た
は
事
業
者

の
方
々
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

▼
と　
き　
毎
月
第
１
水
曜
日

午
後
１
時
～
４
時（
１
人
50
分
）

▼
と
こ
ろ　
市
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

▼
そ
の
他　
相
談
は
無
料（
予
約
制
）

▼
実
施
主
体　
弥
富
市

▼
委
託
先　
市
社
会
福
祉
協
議
会

▼
予
約
・
問
い
合
わ
せ
先

市
社
会
福
祉
協
議
会

☎
65

−

８
１
０
５

フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・

セ
ン
タ
ー
か
ら
の
お
知
ら
せ

　
フ
ァ
ミ
リ
ー・サ
ポ
ー
ト・セ
ン
タ
ー

は
、
地
域
に
お
い
て
、
利
用
会
員（
育

児
の
援
助
を
受
け
た
い
方
）と
協
力
会

員（
育
児
の
支
援
が
で
き
る
方
）が
会
員

登
録
を
し
、
相
互
に
助
け
合
う
組
織
で

す
。
近
く
に
頼
れ
る
親
が
住
ん
で
い
な

い
な
ど
、
心
細
く
育
児
に
悩
む
人
が
増

え
て
い
ま
す
。
市
で
は
、
地
域
全
体
で

子
ど
も
を
見
守
り
、
助
け
合
い
、
安
心

し
て
子
育
て
が
で
き
る
ま
ち
づ
く
り
を

目
指
し
て
い
ま
す
。

◎
会
員
登
録
出
張
所
に
つ
い
て

左
記
の
日
程
で
会
員
登
録
出
張
所
を
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▼
内　
容

夏
休
み
の
日
誌
の
宿
題（
習
字
）

▼
対　
象

小
学
３
年
生
～
中
学
３
年
生

▼
募
集
人
数　
15
名

▼
持
ち
物　
習
字
道
具
・
筆
記
用
具
・

習
字
紙
・
新
聞
紙

▼
受
講
料　
１
，０
０
０
円（
２
日
間
）

１
日
の
み
の
参
加
で
も
１
，
０
０
０

円
を
頂
き
ま
す
。

▼
申
込
み　
先
着
順

（
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
ま
す
）

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

弥
富
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

☎
65

−

５
５
１
５

夏
休
み
親
子
下
水
道
教
室

　

親
子
で
下
水
処
理
場（
浄
化
セ
ン

タ
ー
）を
見
学
し
、
下
水
道
の
仕
組
み

を
学
び
ま
せ
ん
か
？

▼
と　
き　
７
月
29
日（
火
）

午
前
の
部　
午
前
10
時
～
正
午

午
後
の
部　
午
後
１
時
30
分
～

　
　
　
　
　
　
　
３
時
30
分

▼
と
こ
ろ

日
光
川
下
流
浄
化
セ
ン
タ
ー

▼
対
象
者　
小
学
生
と
そ
の
保
護
者

▼
定　
員　
各
30
名

（
先
着
順
で
定
員
に
な
り
次
第
締
め

切
り
と
な
り
ま
す
。）

▼
内　
容

浄
化
セ
ン
タ
ー
の
見
学
、
顕
微
鏡
観

察
、
下
水
道
実
験

▼
参
加
費　
無
料

▼
申
込
先

津
島
市
上
下
水
道
部
管
理
課
内
尾
張

水
道
連
絡
協
議
会
事
務
局

津
島
市
立
込
町
二
丁
目
21
番
地

〒
４
９
６

−

８
６
８
６

▼
問
い
合
わ
せ
先

津
島
市
上
下
水
道
部
管
理
課

☎
24

−

１
１
１
１

担
当
者　
鈴
木

不
法
滞
在
・
不
法
就
労
防
止
に

ご
協
力
く
だ
さ
い

　

国
内
に
は
、
約
５
万
９
千
人（
平
成

26
年
１
月
1
日
現
在
、
法
務
省
統
計
）

の
不
法
残
留
者
が
い
る
と
い
わ
れ
、
そ

の
大
半
は
不
法
に
就
労
し
、
か
つ
凶
悪

犯
罪
や
薬
物
犯
罪
等
の
悪
質
で
組
織
的

な
犯
罪
に
関
与
す
る
割
合
も
多
く
、
我

が
国
の
治
安
対
策
上
重
要
な
課
題
の
一

つ
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
警
察
で
は
、
こ
れ
ら
の
不
法
滞
在
者

の
取
り
締
ま
り
を
推
進
し
、「
安
心
」し

て
暮
ら
せ
る「
安
全
」な
地
域
づ
く
り
を

目
指
し
て
い
ま
す
の
で
、
住
民
の
皆
様

の
ご
理
解
と
情
報
提
供
等
に
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

　
愛
知
県
蟹
江
警
察
署

　
☎（
０
５
６
７
）95

−

０
１
１
０

募
集
し
ま
す

手
話
奉
仕
員
養
成
講
座
（
入
門
・
基
礎
）

受
講
生
募
集

　
こ
れ
ま
で
、
手
話
を
学
ん
だ
こ
と
が

な
い
、
簡
単
な
あ
い
さ
つ
や
自
己
紹
介

な
ど
手
話
の
基
礎
知
識
を
学
び
た
い
と

お
考
え
の
方
向
け
に
、
手
話
奉
仕
員
の

養
成
講
座
を
開
催
し
ま
す
。

▼
対
象
者

市
内
に
在
住
・
在
勤
・
在
学
の
方
で
、

継
続
し
て
受
講
で
き
る
方

▼
と　
き

８
月
～
平
成
27
年
３
月
の
間
で
、

週
１
～
２
回（
主
に
土
曜
日
の
午

後
）、
計
86
時
間
受
講
し
て
い
た
だ

き
ま
す
。

▼
と
こ
ろ

市
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

▼
定　
員　
８
名（
先
着
順
）

▼
講　
師

愛
知
県
聴
覚
障
害
者
協
会
会
員

▼
受
講
料

無
料（
た
だ
し
、
テ
キ
ス
ト
代
な
ど

に
係
る
実
費
に
つ
い
て
は
、
受
講
者

に
負
担
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。）

▼
申
込
期
限　
７
月
23
日（
水
）

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

市
役
所
福
祉
課（
内
線
1
６
３
）

海
部
地
区
環
境
事
務
組
合

職
員
募
集

　
平
成
26
年
度
海
部
地
区
環
境
事
務
組

合
職
員
採
用
試
験（
平
成
27
年
度
採
用
）

を
次
の
と
お
り
実
施
し
ま
す
。

▼
募
集
職
種

事
務
職
、
技
術
職（
機
械
）、
技
術
職

（
電
気
）、
技
術
職（
環
境
分
析
）

受
験
資
格
な
ど
に
つ
い
て
は
、
７
月

１
日（
火
）か
ら
配
付
す
る
試
験
要
領

で
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
試
験
日

技
術
職
：
８
月
３
日（
日
）

事
務
職
：
８
月
10
日（
日
）

▼
試
験
要
項
・
申
込
書
の
配
付

７
月
１
日（
火
）か
ら
海
部
地
区
環
境

事
務
組
合
総
務
課
で
配
付
し
ま
す
。

な
お
、
組
合
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（http://w
w

w
.atkankyo.or.jp

）

か
ら
も
入
手
で
き
ま
す
。

▼
受
付
期
間

７
月
１
日（
火
）～
18
日（
金
）（
必
着
）

▼
問
い
合
わ
せ
・
書
類
提
出
先

津
島
市
新
開
町
二
丁
目
２
１
２
番
地

海
部
地
区
環
境
事
務
組
合　
総
務
課

☎
28

−

３
８
１
０

第
10
回
地
域
医
療
と
健
康
生
活
を

守
る
た
め
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

―
み
ん
な
で
取
り
組
む
地
域
医
療
づ
く
り
―

　
海
部
地
域
の
医
療
を
守
り
育
て
て
い

く
た
め
に
、
何
を
す
べ
き
か
、
何
が
で

き
る
か
、
い
っ
し
ょ
に
考
え
て
み
ま
せ

ん
か
。
参
加
無
料
で
、
申
し
込
み
の
必

要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

▼
と　
き　
７
月
13
日（
日
）

午
後
１
時
30
分
～
３
時

▼
と
こ
ろ

大
治
町
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー

▼
内　
容

講
演「
超
高
齢
社
会
に
必
要
な
地
域

包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
」

片
山　
壽
氏

（
片
山
医
院
長
、前
尾
道
市
医
師
会
長
）

▼
主　
催　
海
部
地
域
の
医
療
と
健
康

を
推
進
す
る
協
議
会

▼
問
い
合
わ
せ
先

Ｊ
Ａ
愛
知
厚
生
連
海
南
病
院
地
域
連

携
室　
☎
65

−

２
５
１
１

あ
ま
市
民
病
院
地
域
医
療
連
携
室

☎（
０
５
２
）４
４
４

−

０
０
５
０

津
島
市
民
病
院
地
域
医
療
連
携
室

☎
28

−

５
１
５
１

家
族
で
参
加
す
る
森
林
保
全
体
験

ツ
ア
ー
参
加
者
募
集

　
小
学
生
の
高
学
年
お
よ
び
そ
の
家
族

を
対
象
と
し
て
、
水
源
地
な
ど
で
の
森

林
保
護
や
水
道
施
設
見
学
な
ど
の
体
験

活
動
を
通
し
て
、「
水
道
」に
つ
い
て
関

▼
受
付
期
間　
７
月
１
日（
火
）～
25
日

（
金
）午
前
10
時
～
午
後
４
時

▼
そ
の
他

動
き
や
す
い
服
装
・
運
動
靴
、
タ
オ

ル
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

日
光
川
下
流
浄
化
セ
ン
タ
ー

☎
68

−

６
１
６
２

救
命
講
習
会
に
参
加
し
ま
し
ょ
う

　
夏
に
な
る
と
、
川
・
海
・
プ
ー
ル
に

出
か
け
る
こ
と
が
多
く
な
り
ま
す
。
例

年
、
水
の
事
故
に
よ
り
尊
い
命
が
失
わ

れ
て
い
ま
す
。

　
大
切
な
命
を
救
う
た
め
に
は
、
救
急

車
が
現
場
に
到
着
す
る
ま
で
の
間
に
適
切

な
応
急
手
当
を
す
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

　
こ
の
講
習
会
で
適
切
な
知
識
と
技
術

を
学
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。

普
通
救
命
講
習
Ⅰ（
３
時
間
コ
ー
ス
）

▼
と　
き　
７
月
27
日（
日
）

午
前
９
時
～
正
午

▼
と
こ
ろ

海
部
南
部
消
防
組
合
消
防
署

▼
内　
容

成
人
を
対
象
に
し
た
心
肺
蘇
生
法
、

Ａ
Ｅ
Ｄ
の
使
用
方
法
、
止
血
法

▼
定　
員　
32
名

市
内
に
在
住
ま
た
は
在
勤
の
方
な
ら
、

ど
な
た
で
も
無
料
で
参
加
で
き
ま
す
。

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

海
部
南
部
消
防
組
合
消
防
本
部
消
防
課

☎
52

−

３
１
１
１

Ｆ
Ａ
Ｘ
52

−

３
１
１
４

心
と
理
解
を
深
め
て
も
ら
う
と
同
時

に
、
水
源
で
あ
る
木
曽
三
川
の
上
下
流

交
流
を
促
進
す
る
た
め
に「
家
族
で
参

加
す
る
森
林
保
全
体
験
ツ
ア
ー
」
を
実

施
い
た
し
ま
す
。

▼
内　

容　

根
の
上
高
原（
岐
阜
県
中

津
川
市
）で
の
間
伐
体
験
、
森
の
工

作
体
験
お
よ
び
自
由
散
策

▼
と　
き　
８
月
８
日（
金
）

※
雨
天
決
行

▼
集
合
場
所
お
よ
び
時
間

名
古
屋
文
理
大
学
文
化
フ
ォ
ー
ラ
ム

（
午
前
８
時
30
分
出
発
）ま
た
は
小
牧

勤
労
セ
ン
タ
ー（
午
前
９
時
出
発
）

※
希
望
す
る
場
所
で
の
集
合
と
し
、

大
型
バ
ス
で
の
移
動
。
解
散
は
午
後

５
時
30
分
頃（
各
集
合
場
所
）を
予
定

し
て
い
ま
す
。

▼
募
集
対
象

市
内
に
お
住
ま
い
の
小
学
生（
４
～

６
年
生
）と
そ
の
家
族（
た
だ
し
、
ツ

ア
ー
上
、
小
学
校
４
年
生
未
満
の
児

童
の
参
加
は
不
可
と
し
ま
す
。）

▼
募
集
人
数

各
集
合
場
所
40
名（
合
計
80
名
）応
募

多
数
の
場
合
は
抽
選

▼
費
用　
１
人
に
つ
き
１
，０
０
０
円

▼
申
し
込
み　
左
記
申
込
先
に
往
復
郵

便
は
が
き
で
、
申
し
込
み
を
し
て
く

だ
さ
い
。
参
加
さ
れ
る
方
全
員
の
住

所
、
氏
名（
ふ
り
が
な
）、
年
齢
、
学

年（
児
童
の
み
）連
絡
先（
携
帯
電
話

可
）、
バ
ス
乗
車
希
望
場
所
を
必
ず

明
記
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
締
め
切
り　
７
月
16
日（
水
）

（
当
日
の
消
印
有
効
）

月の
お

7
ら

知 せ

月の
お

7
ら

知 せ

東日本大震災義援金の
お礼と報告

　「東日本大震災義援金」へ多く
の温かいお気持ちをお寄せいた
だきありがとうございます。
　皆さまからお寄せいただいた
義援金は、5月末で21,071,210
円となりました。
　引き続き、ご支援ご協力をお
願いします。
　被災地の一日も早い復旧、復
興を願っています。

◆ 募金活動期間 ◆
平成27年3月31日まで

◆ 募金箱設置 ◆

市役所（福祉課窓口）、
十四山支所、鍋田支所、
総合福祉センター、
総合社会教育センター、
白鳥コミュニティセンター、
南部コミュニティセンター

♥	

寄　
付	

♥

市
社
会
福
祉
協
議
会
に

▼
市
女
性
の
会 

様金３
０
，
０
０
０
円

▼
ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
弥
富
一
団 

様

金
１
０
，
０
０
０
円

　

以
上
の
と
お
り
ご
寄
付
い
た
だ

き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
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　　　　平日夜間・休日診療問い合わせ先7月
当番医療機関については、消防署または救急医療情報センターへお尋ねください。
◦海部南部消防署　　　　☎52−0119　　◦海部南部消防署北分署　☎65−0119
◦救急医療情報センター　☎26−1133

■ 開館時間　　　平日　火・水・木・金曜日　9：00～19：00　（十四山支所図書コーナーは17：00まで）　土・日曜日・祝日　　9：00～17：00
■ ７月の休館日　7日（月）、14日（月）、21日（月・祝）、28日（月）
※詳しくは図書館ホームページをご覧ください。

第60回青少年読書感想文全国コンクール
課題図書一覧

小学校低学年の部（１・２年生）
◦まよなかのたんじょうかい　◦どこかいきのバス
◦ミルクこぼしちゃだめよ！　◦ひまわり
小学校中学年の部（３・４年生）
◦ともだちは、サティー！
◦ただいま！マラング村　タンザニアの男の子のお話
◦ちきゅうがウンチだらけにならないわけ
◦よかたい先生　水俣から世界を見続けた医師 ‐ 原田正純
小学校高学年の部（５・６年生）
◦ふたり　　　　　　　　　　◦マッチ箱日記
◦時をつなぐおもちゃの犬　　◦カブトムシ山に帰る
中学校の部
◦星空ロック　　　　　　　　◦語りつぐ者
◦ホタルの光は、なぞだらけ　光る生き物をめぐる身近な大冒険
高等学校の部
◦アヴェ・マリアのヴァイオリン
◦路上のストライカー　　　　◦生命とは何だろう？

図書館だより 7/11〜8/10
ホームページ用アドレス　http://www.yatomi-library.com
携帯用アドレス　https://ilisod001.apsel.jp/city-yatomi-lib/wopc/pc/mSrv

■よつば読書会　あなたも　参加してみませんか?
▶７月12日（土）　10：00～12：00　　　　　　▶図書館　会議室
▶テキスト　ラブレス　（桜木　紫乃　著）
※一冊の本をみんなで読み、意見を述べ合いながら、読書の領域を広げていき

ましょう!!

■おはなしの会
▶７月19日（土）　14：00～14：30　　　　　　▶図書館　
▶８月２日（土）　11：00～11：30　　　　　　　おはなしのへや
　概ね３才～６才ぐらいまでの幼児

■ひよこのおはなしかい
▶７月16日（水）　10：00～10：30　　　　　　▶図書館　おはなしのへや
　０才～２才ぐらいまでの乳児
※おかあさんと一緒にいろいろな絵本やわらべうたを楽しみましょう。

大会結果 （敬称略）

おでかけください
名　称 と　　　き ところ 料金 問い合わせ先 電話番号

弥富市 弥富金魚すくい
グランプリ 2014 ７月６日（日） 海南こどもの国 無料 弥富金魚

漁業協同組合 65−1250

弥富
野鳥園

ストーンペインティング
教室①

７月19日（土）
午後１時30分～

愛知県弥富野鳥園 無料 弥富野鳥園 68−2338
ストーンペインティング

教室②
７月20日（日）

午後１時30分～

巣箱・えさ台づくり教室
募集開始

７月27日（日）
午前10時00分～

（開催日８月24日（日）午後１時30分～）

海南
こども
の国

金魚まつり ７月５日（土）・６日（日）
受付 午前10時30分～午後３時

海南こどもの国 
会場：ジャブジャブ池

および 舗装広場
定員：無制限

100円

海南こどもの国 52−1515

みんなであそぼう
～ウォーターガン　
　　　　　バトル～

７月12日（土）・13日（日）
受付 午前10時30分～午後３時

海南こどもの国
会場：中央広場
定員：無制限

無料

プールチャレンジ５
プール営業期間

７月19日（土）～８月31日（日）
受付 午前10時30分～午後３時

海南こどもの国
会場：プール棟受付

定員：無制限

無料
(別途　
入場料)

みんなであそぼう
～プールでゲーム～

７月20日（日）・27日（日）
８月３日（日）・10日（日）
８月17日（日）・24日（日）

受付 午前10時30分～午後３時

海南こどもの国
会場：こどもの国

　プール
定員：無制限

無料
(別途　
入場料)

※開催時間、休館日、事業の詳細な内容は、問い合わせ先でお尋ねください。

■
第
９
回
市
民
軟
式
野
球
大
会

（
５
月
11
・
18
日　
文
化
広
場
）

１
位　
中
京
マ
ク
リ
ー
ズ

２
位　
モ
リ
ス

３
位　
Ｓ
・
Ｂ
・
Ｃ

３
位　
東
洋
精
鋼
ラ
ウ
ン
ズ

診　　療　　日 受付時間 診　　療　　先

平
日
夜
間
お
よ
び
休
日（
土
・
日
・
祝
日
）

内
科
・
小
児
科

平日夜間 20：30～23：00
海部地区急病診療所
（津島市莪原町字郷西37）

☎25−5210
http://www1.ocn.ne.jp/~amaq/

※病状等のお問い合わせは、受付時間内に直接お電話してください。

土曜日 18：00～20：30

日・祝
　9：00～11：30
13：00～16：30
18：00～20：30

歯
科 日・祝 　9：00～11：30

14：00～16：30
外　
科

（
午
後
５
時
以
降
は
消
防
署
へ
お
尋
ね
く
だ
さ
い
）

土曜日 13：00～17：00  5日（土） 浅井外科 ☎441−8002 （あま市）
 6日（日） 服部整形外科 ☎65−1200 （弥富市）
 12日（土） たなか整形外科 ☎65−5353 （弥富市）
 13日（日） はせ川外科 ☎24−3370 （津島市）
 19日（土） 後藤整形外科 ☎25−5511 （津島市）
 20日（日） もりや整形外科 ☎445−3711 （あま市）
 21日（祝） こじま整形外科 ☎25−9911 （愛西市）
 26日（土） そぶえ整形外科 ☎67−5010 （弥富市）
 27日（日） わたり整形外科 ☎449−6699 （あま市）

※都合により変更さ
れることがありま
す。上記の消防署
または救急医療情
報センターへご確
認のうえ、受診し
てください。

※午後５時以降は消
防署へお尋ねくだ
さい。

※あま市は市外局番
が052です。

日・祝 　9：00～17：00

薬
な
ど

くすり・医療用品などに関する緊急
の相談・質問などは右記へお問い合
わせください。

津島海部薬剤師会　くすり安心電話
☎090−2136−3858

開設時間 21：00～翌朝 9：00

課題図書の取り扱いについて
　上記の今年度課題図書につきまして、7月1日～8月31日の期
間中に少しでも多くの方にご利用いただくため、下記のとおり
利用制限させていただきます。ご協力のほどお願いします。　
１．貸出点数　　一人　１冊まで　
２．貸出期間　　２週間以内（貸出延長は行いません。）
３．貸出対象者　高校生以下
４．予　　約　　一人　１冊まで（対象児童・生徒本人のみ）
※HP、OPACでのご予約及び２冊以上のご予約はできません。
図書館受付にて手続きしてください。また、予約本連絡後の
お取り置き期間は３日間です。お早めにご来館ください。

学習室の開設について
　夏休み期間中（７月19日～８月31日）の土・日曜日について、閲覧室の席が満席
に限り、会議室を学習室として開設しますのでご利用ください。
●利 用 時 間　9：00～16：30
●利用対象者　①弥富市在住者・在勤・在学者
　　　　　　　②高校生以上
●利 用 方 法　図書館受付で手続きをしてください。
※十四山支所図書コーナーでは開設をしていません。

◆大山名人杯争奪
　第13回全国小学生倉敷王将戦

８月２日（土）
倉敷市芸文館（倉敷市中央）

【小学生低学年の部】
白鳥小学校　３年 
緒 方 惟 月（又八）
十四山将棋クラブ

◆第１０回全日本インディアカ
　トーナメント大会

平成26年６月21日（土）
東京体育館
チーム名　Ｈ（アッシュ）
監　督　　　上 田 庸 子（鯏　浦）
キャプテン　伊 藤 政 幸（三　好）
選　手　　　珠 島 史 光（鍋　田）
　　　　　　珠 島 　 務（前ケ須）
　　　　　　水 谷 智 也（中　原）
　　　　　　水 川 雅 之（鯏　浦）

全国大会出場おめでとう！！ （敬称略）
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保 タセ だ健 ーン よ り

歯の健康講座 7 月号　その 383

誤
ご

嚥
え ん

性肺炎（日本人の死因の第３位は肺炎です）

　皆さんは『誤嚥性肺炎』という言葉をご存じでしょうか？「肺
炎なら知っているけど」という人は多いと思います。よくお年
寄りが「のどの通りが悪なってまってなぁ～」と表現されます
が、老化に伴い咳をすることや、飲み込む運動がうまくいか
なくなり、誤って唾液や食物が気管に入ってしまうことがあ
ります。それを、誤嚥と呼びます。その際に、口の中の細菌
やウイルスなども一緒に気管に入ってしまい、肺炎を引き起
こすのが『誤嚥性肺炎』です。また、誤嚥は夜間眠っていると
きなど知らない間にも起こります。実は、肺炎で死亡する人
の70％程度が『誤嚥性肺炎』によると言われています。でも、

誤嚥したからと言って必ずしも肺炎になるわけで
はありません。健康な方であればむ

・
せ
・

て
・

吐き出し
ますので肺炎にはなりません。 
　では、どういう時に『誤嚥性肺炎』が生じるので
しょうか。気管から肺へ飲み込んだ物の量とその
中に含まれているバイ菌の数が多く、病などで体

力、免疫力、吐き出す力が低下している時に起こります。そ
のためお口の中を清潔に保つ必要があります。 たとえば、認
知症や脳梗塞後遺症の方は本人のブラッシングだけでは不十
分ですので、歯科医師や歯科衛生士に指導を受けた（家族を
含めた）介護の方による口腔ケアがとても重要となってきま
す。今、日本人の死因の第３位は肺炎です。65歳を超えた
ら肺炎予防を念頭に口腔清掃、口腔体操など口腔ケアに取り
組んでいただきたいと思います。

海部歯科医師会

　乳幼児健診やBCGは保健センターで実施します。お間違えのないようにお越しください。
▼問い合わせ先：市役所健康推進課（内線411～413）

母子保健 実 施 日 受付時間 対　象　者 内容など 場　所

母
子
健
康
手
帳
持
参

３～４か月児
健康診査 1日（火）13：00～14：00 対象の方には個別通

知でご案内します。

・対象月でも人数調整のため翌月
に変更することがあります。

・お子さんの誕生日により、受付
時間が異なります。詳しくは個
別通知をご覧ください。

保健
センター

１歳６か月児
健康診査

10日（木）
13：00～13：30 24年11～12月出生児

24日（木）

２歳児
ピカピカ教室 16日（水）  9：00～ 9：50 24年７～８月出生児

３歳児健康診査 3日（木）13：00～13：30 23年５月出生児

離乳食講習会
（要予約） 9日（水）

前期
 9：45～10：00 26年１月出生児 ・管理栄養士による離乳食の話

・予約制です。希望の方は事前に
ご予約ください。後期

10：45～11：00
生後9か月

（３回食）頃の児

１歳児親子教室 15日（火） 9：45～10：00 25年７月出生児 ・生活習慣や歯みがきの話、親子
遊びなど（個別通知します）

※母子健康手帳：月～金曜日、8：30 ～ 17：15（土・日・祝日を除く）に随時保健センターおよび十四山支所で交付します。
※子育て相談：保健師による個別相談を行います。事前に保健センターに電話などでご予約ください。
※一般不妊治療費助成：一般不妊治療（人工授精）に要した費用の一部を助成します。保健センターへお問い合わせください。

予防接種 実施日 受付時間 対　　象　　者 内容など 場　所

ＢＣＧ
7日（月）

13：45～
14：15　

生後１歳に至るまでの間にあるお
子さん

（標準的な接種期間：生後５か月～
８か月に至るまでの間）

予約制
健康推進課（保健センター）へ電話にて
予約をしてください。
※各日とも先着20名です。

保健
センター

18日（金）

※詳しくは、平成26年度予防接種年間予定表をご覧ください。

歯科保健 対　象　者 実施期間 受診料 受診方法 場　所

歯周疾患健診
妊産婦歯科健康診査

20歳以上の方
妊娠中の方
産後１年以内の方

歯周疾患健診
は平成27年3
月31日までの
ご利用となり
ます。

無料

・健診が受けられる歯科医院一覧（「平成26年
度弥富市健康増進事業のご案内」を参照）に
電話で予約し、受診してください。

・受診時には「保険証」を持参してください。
※妊産婦の方は、受診時に妊産婦歯科健康診

査受診票、母子健康手帳をお持ちください。

歯科
指定医療機関

成人保健 実施日時 内　容　な　ど 対象者 場　所

健康相談 随時（土・日・祝日を除く）
8：30～17：00

生活習慣病など体や心の健康について心配がある方に、
保健師が個別に相談に応じます。

住民 保健
センター

栄養相談 第４月曜日
9：30～12：00（要予約）

食事や栄養に関することについて、管理栄養士と一緒に
考えてみませんか。

歯科相談 随時（土・日・祝日を除く）
9：00～15：00（要予約）

お口のケアや口腔機能アップについて歯科衛生士が個別
に相談に応じます。

禁煙相談 随時（土・日・祝日を除く）
9：00～15：00 禁煙方法を保健師と一緒に考えましょう。

※健康手帳：月～金曜日、8:30～17:15（土・日・祝日を除く）40歳以上の方に随時保健センターで交付します。
※保健センターでは、住民の皆さまにより良い生活をしていただくために、家庭訪問を行っています。
　地区担当の保健師がうかがいますので、体のこと、生活のことなど何でもお気軽にご相談ください。

献　血 実施日 時　間 対象者 場　所

献血に
ご協力ください 25日(金) 10：00～16：00

16～69歳の方（65歳以上の献血については、献血され
る方の健康を考え、60～64歳の間に献血経験がある
方に限ります）

保健センター

◦個別がん検診・肝炎ウイルス検診
検診項目 対象者 料　　　金

検診場所：海部医師会など指定医療機関および
　　　　　海南病院(子宮・乳がん)
検診期間：9月30日(火)まで

＜申込方法＞
申込期間：9月19日(金)まで
★市内の医療機関希望の方★

申込期間中に希望の医療機関で検診票を受
け取ってください。

★市外の医療機関希望の方★
申込期間中に保健センターで申し込みをし
てください。

69歳以下 70歳以上
胃 が ん

40歳以上の方

2,700円 1,400円

肺 が ん X 線 の み 1,100円 600円
X 線 + 喀痰 1,700円 900円

大 腸 が ん 700円 400円

子宮がん 頸 部 の み 20歳以上の女性 1,100円 600円
頸部 + 体部 1,900円 1,000円

乳 が ん 超 音 波 30歳以上の女性 1,300円 700円
マンモグラフィ 1,500円 800円

前 立 腺 が ん 50歳以上の男性 1,000円 500円
肝 炎 ウ イ ル ス 40歳の方 1,000円 500円

※肺がん検診の喀痰検査、子宮がん検診の体部検査は、受けられる方に条件があります。
※子宮がん検診、乳がん検診のマンモグラフィは、平成25年度に市の同じ検診を受けた方は受けられません。
※肝炎ウイルス検診は41歳以上で過去に肝機能異常を指摘された方なども受診できます。
　詳しくは３月に配布した「平成26年度 弥富市健康増進事業のご案内」・「平成26年度海南病院での健康診査手引き」をご覧ください。

　今、地域の救急医療体制の維持が難しくなってきています。
　夜間、休日の救急病院では、軽症患者が多く受診されることにより、
重症患者をすぐに受け入れることができず「たらい回し」状態になる恐
れが出てきています。
　入院による治療を主な目的とした大きい病院では、診療所での診察
が困難な場合や、緊急性の高い重症患者を受け入れる体制になってい
ます。一方、診療所（〇〇クリニック、○○医院）は、通院を目的とし
た病院です。
１．かかりつけ医をもちましょう。
　日ごろから最寄りの診療所の先生をかかりつけ
医として持ち、ご自身やご家族の方々の健康、病
気のことを相談し、必要時に医療機関に紹介状を
書いていただける備えをしておきましょう。緊急
時にかかりつけ医師が不在の場合は、海部地区急病診療所や在宅当番
医（広報やとみ21ページ）に連絡し、受診することが望まれます。
２．できる限り診療時間内に受診しましょう。
　おかしいなと感じたら、診療時間内に最寄りのかかりつけ医に受診
すれば、十分な検査や治療がうけられます。
　皆さんのご理解とご協力をお願いいたします。

～ 第77回 ～
健康増進コラム

　男の人だって料理はできる！
　自分の食べたい物から、みんなに食べ
させたい料理へ少しずつ自信をつけてみませんか？
　家族の「おいしい！」の一言と、笑顔が見られます
よ！！
　あなたも、レッツ トライ！

●日　時　７月14日(月)
　　　　　午前10時～午後１時まで
　　　　　※10時までにお越しください。
●対　象　市内在住の男性の方に限ります（年齢不問）
●定　員　12名（先着順）
●会　場　市保健センター
●参加費　１人当たり400円
●持ち物　エプロン・バンダナ・タオル
●申込方法　７月１日（火）から受付開始しますので、
　　　　　　健康推進課（内線412）へ電話で申し込み
　　　　　　ください。
　　　　　　※定員（12名）になり次第、申し込みを
　　　　　　　終了します。
●主　催　市ヘルスメイト協議会
●申し込み・問い合わせ先　市役所健康推進課

　★弥富市健康増進計画ホームページ★
　　　(http://www.city.yatomi.aichi.jp/kurashi/zoushin.html ） ぜひご覧ください。

性の料理教室のご案内男 かかりつけ医のススメ、
たらい回しを防ぐために
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成年後見制度の専門相談
（総合福祉センター）
13：00〜16：00（予約制）
手話通訳者の設置
(市役所)9：00〜12：00

青少年健全育成大会
(総合社会教育センター)
13：30〜

きんちゃんバス運休 １学期終業式
(小中学校)

図書館休館日 消費生活相談
(市役所)
13：30〜16：30

心配ごと相談所
行政相談所
（十四山総合福祉センター）
13：00〜16：00
手話通訳者の設置
(市役所)9：00〜12：00

きんちゃんバス運休 図書館休館日 消費生活相談
(市役所)
13：30〜16：30
社会保険労務士による
ねんきん定期便相談
（市役所）
10：00〜16：00

心配ごと相談所
法律相談（予約制）
（総合福祉センター）
13：00〜16：00
手話通訳者の設置
(市役所)9：00〜12：00

きんちゃんバス運休 年金相談
(市役所)
10：00〜15：00

きんちゃんバス運休
図書館休館日

消費生活相談
(市役所)
13：30〜16：30

心配ごと相談所
行政相談所
法律相談（予約制）
（総合福祉センター）
13：00〜16：00
手話通訳者の設置
(市役所)9：00〜12：00

きんちゃんバス運休 図書館休館日 <納期限>
国民健康保険税　 ２期
後期高齢者医療保険料２期
固定資産税　　　 ２期
介護保険料　　　 ２期

手話通訳者の設置
(市役所)
9：00〜12：00

編
集

・
発

行
：

弥
富

市
役

所
総

務
部

秘
書

企
画

課
　

〒
498−8501  愛

知
県

弥
富

市
前

ケ
須

町
南

本
田

335  電
話

：
0567−65−1111

【問い合わせ先】 「心配ごと相談所」、「法律相談」及び「成年後見制度の専門相談」は市社会福祉協議会　☎65−8105
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みなさんこんにちは。広報やとみは今号で 100号を迎えました！これからもみなさんにまちの魅力や市民の皆さん
の様子を紹介していくことで、心に響き、愛着をもっていただけるような広報づくりに努めてまいります。今後とも
広報やとみをよろしくお願いします！
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き

くん 2歳
（平島町）

いつも元気いっぱい!!

板
い た

谷
や

　樹
たつき

くん 1歳
（平島東）

ワンワンだぁーいすき☆☆

伊
い

藤
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夕
ゆ う

陽
ひ

くん 2歳
（鯏浦町）

なりくんおもちゃかって♡

小
こ

林
ばやし

修
しゅう

蔵
ぞ う

くん 3歳
（前ケ平）

強くて優しい子になってね

中
な か

澤
ざ わ

遥
は

流
る

くん 1歳
（五之三）

僕の笑顔はみんなの癒し♪

鬼
き

頭
と う

　慶
け い

くん 1歳
（平島町）

なんでもたべるよ☆彡

子どもは宝
やとみのたから
子どもは宝
やとみのたから

≪写真掲載希望者募集≫
▼応募期間

７月７日(月)～11日(金)
9：00～17：00（平日のみ）

▼対　　象
９月生まれで１歳～３歳までの子

▼応募方法
秘書企画課へ電話で
☎65−1111（内線223）

（抽選により掲載決定）

7

7 月


